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彼岸花（ヒガンバナ）のはなし 2020.09.30 

後庭にヒガンバナが咲き始めました。 

「曼珠沙華」何と読むかわかりますか？答えは「まんじゅしゃげ」。ヒガンバナの別名

で、仏様のお話にも出てくるそうです。他にも、「幽霊花」とか「狐花」とか、地方ごと

の方言などで、呼び方は 1000 種類以上になるっていうから驚き。お彼岸の頃、何もなか

った道端や田んぼの畔、墓所などに突然真っ赤な花を咲かせるインパクト最強の植物。時

期と場所、個性的な姿から不吉なイメージの呼び名が多いようです。 

ここでちょっと豆知識。実はヒガンバナは有毒植物。田んぼの畔などによく見られるの

は、ネズミやモグラ、虫などを寄せ付けないために、その昔人為的に植えられたのではな

いかと考えられています。茎だけで葉っぱが無いのも不思議の相乗効果。それじゃあ光合

成はできないの？ と思いきや、花が枯れる頃に葉っぱが遅れて出てきます。3 月頃まで

冬の太陽を浴びて鱗茎にたっぷりデンプンを蓄えます。花が印象的なだけに葉っぱが目立

たないんですね。今度花の咲いていたところに、どんな葉っぱが出ているか探してみてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 


